
様式第１号（第２条関係）

平成 年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団

理 事 長 殿

〒 －

申 請 者 住 所

氏 名 印

ふ り が な

生年月日 年 月 日

電話番号 （ ） －

〒 －

連帯保証人 住 所

氏 名 印

ふ り が な

生年月日 年 月 日

職 業

申請者との関係

〒 －

連帯保証人 住 所

氏 名 印

ふ り が な

生年月日 年 月 日

職 業

申請者との関係

就業奨学金貸与申請書就業奨学金貸与申請書就業奨学金貸与申請書就業奨学金貸与申請書

岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金貸与規則に定められた事項を守り、

次のとおり就業奨学金の貸与を受けたいので、連帯保証人連署のうえ申請します。

記

１ 貸与を希望する期間 年 月 から 年 月まで

２ 学 校 名 及 び 学 年

３ 入学及び卒業予定年月日

入学 年 月 日

卒業 年 月 日

添付書類（将来県内で自家の農林漁業に専業として従事することを証する書）



（添付書類）

誓 約 書

岡 山 県 農 林 漁 業 担 い 手 育 成 財 団 就 業 奨 学 金 の 貸 与 を 申 請 す る に 当 た り 、

申 請 者 は 将 来 県 内 で 次 に よ り 自 家 の 農 林 漁 （ い ず れ か に ○ 印 を 付 け

る こ と 。 ） 業 に 専 業 と し て 従 事 す る こ と を 誓 約 い た し ま す 。

年 月 日

申 請 者 氏 名 印

保 護 者 氏 名 印

記

１ 現 在 の 経 営 状 況

区 分 面 積 ・ 頭 数 等 備 考 （ 作 目 名 等 ）

(注 )区 分 欄 に は 、 水 田 、 畑 、 樹 園 地 、 採 草 地 、 温 室 、 ハ ウ ス 、 乳 用 牛 、

肉 用 牛 、 豚 、 鶏 、 山 林 、 漁 船 等 を 記 入 す る こ と 。

２ 将 来 の 経 営 計 画

区 分 面 積 ・ 頭 数 等 備 考 （ 作 目 名 等 ）

３ 家 族 の 状 況

氏 名 続 柄 年 齢 職 業

４ 卒 業 後 の 本 人 の 方 針

５ 保 護 者 の 意 向



様式第２号（第８条関係）

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団

理事長 殿

財 団 奨 学 生 決 定 番 号

借 用 者 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

就業奨学金借用証書就業奨学金借用証書就業奨学金借用証書就業奨学金借用証書

百 十 万 千 百 十 円

借 用 金 額

岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金貸与規則に基づき上記金額を借用しま

した。

ついては、岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金規則及び指示を守ること

を誓います。

岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金規則第１０条第１項の規定により就

業奨学金の返還の義務が生じたときは、返還期限までに確実に返還します。

保証人は、それぞれ返還の債務を借用者と連帯して負担します。



様式第３号（第１０条関係）

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団

理事長 殿

財 団 奨 学 生 決 定 番 号

借 用 者 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

就業奨学金返還明細書就業奨学金返還明細書就業奨学金返還明細書就業奨学金返還明細書

借用いたしました就業奨学金を次により返還します。

氏 名 職 業

本

生年月日 （勤務先）

人

現 住 所

氏 名 本人と 職

連 の関係 業

帯 現 住 所

保

氏 名 本人と 職

証 の関係 業

人 現 住 所

返 還 期 日

返 還 方 法 返還総額

百 十 万 千 百 十 円



様式第４号（第１１条関係）

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団

理事長 殿

財 団 奨 学 生 決 定 番 号

申 請 者 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

就業奨学金返還免除申請書就業奨学金返還免除申請書就業奨学金返還免除申請書就業奨学金返還免除申請書

１

岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金貸与規則第１１条第１項第 ２ 号

３

の規定により就業奨学金の返還に係る債務を免除してくださるようお願いします。

記

１ 借用金額

２ 財団奨学生決定番号及び借用者氏名

３ 免除を希望する金額

４ 免除を希望する理由

５ 添付書類（免除を希望する理由を証する書類）



様式第５号（第１２条関係）

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団

理事長 殿

財 団 奨 学 生 決 定 番 号

申 請 者 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

連帯保証人 住 所

氏 名 印

就業奨学金返還猶予申請書就業奨学金返還猶予申請書就業奨学金返還猶予申請書就業奨学金返還猶予申請書

岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金貸与規則第１２条第１項の規定によ

り就業奨学金の返還に係る債務の履行を次のとおり猶予してくださるようお願い

します。

記

１ 借用金額

２ 財団奨学生決定番号及び借用者氏名

３ 希望する猶予期間 年 月から 年 月まで

４ 最後に受けた就業奨学金 年 月分

５ 猶予を希望する理由

６ 添付書類（猶予を希望する理由を証する書類）



様式第６号（第１４条関係）

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団

理事長 殿

財 団 奨 学 生 決 定 番 号

申請者 住 所

氏 名 印

実務研修承認申請書実務研修承認申請書実務研修承認申請書実務研修承認申請書

次のとおり実務研修を受講いたしますので、岡山県農林漁業担い手育成財団就

業奨学金貸与規則第１０条第１項第２号に規定する実務研修として、ご承認願い

たく申請いたします。

記

１ 実務研修場所及び名称

場 所

名 称

２ 研修指導者の代表者氏名

３ 研修科目等の内容

４ 研修予定期間

５ 添付書類（研修受講を証する書類）



様式第７号（第１４条関係）

在 学 届在 学 届在 学 届在 学 届（進級しなかった場合などに提出）

１ 財団奨学生番号：

２ 財団奨学生住所：

３ 財団奨学生氏名：

４ 在学学校名、学年、学科名：

５ 終業予定年月： 年 月終業

６ 就業奨学金最終貸与年月： 年 月分まで

７ 借用終了事由：満期、辞退、就農意志変更、その他（ ）

上記のとおり在学していることを証明します。

年 月 日

学校長名 職印

様式第８号（第１４条関係）

退学退学退学退学・・・・休学届休学届休学届休学届（事由があった場合は必ず提出すること）

１ 財団奨学生番号：

２ 財団奨学生住所：

３ 財団奨学生氏名：

４ 学 校 名：

５ 退学又は休学した年月日： 年 月 日

６ 復学予定年月日（休学の場合のみ記入）：

７ 就業奨学金最終貸与年月： 年 月分まで

上記のとおりであることを証明します。

年 月 日

学校長名 職印



様式第９号（第１４条関係）

転 学転 学転 学転 学（（（（校校校校）））） 届届届届

１ 財団奨学生番号：

２ 財団奨学生住所：

３ 財団奨学生氏名：

４ 転学前の学校名、学年及び科程名： 学校 年 科

５ 転学した学校名、学年及び科程名： 学校 年 科

６ 転学した年月日： 年 月 日

７ 就業奨学金最終貸与年月： 年 月分まで

上記のとおりであることを証明します。

年 月 日

学校長名 職印

様式第１０号（第１４条関係）

復 学 届復 学 届復 学 届復 学 届

１ 財団奨学生番号：

２ 財団奨学生住所：

３ 財団奨学生氏名：

４ 学校名、学年及び科程名： 学校 年 科

５ 復学年月日：

６ 休学期間： 年 月 日～ 年 月 日

７ 就業奨学金最終貸与年月： 年 月分まで

上記のとおりであることを証明します。

年 月 日

学校長名 職印



様式第１１号（第１４条関係）

転居転居転居転居、、、、転職転職転職転職、、、、改氏名届改氏名届改氏名届改氏名届

（変更の関係のところのみ記入してください）

１ 財団奨学生番号：

２ 本人新住所： （TEL ）

３ 本人旧住所：

４ 本人新氏名：

５ 本人旧氏名：

６ 連帯保証人新住所： （TEL ）

７ 連帯保証人旧住所

８ 連帯保証人新氏名

９ 連帯保証人旧氏名

10 連帯保証人新職業

11 連帯保証人旧職業

上記のとおり変更がありましたのでお知らせします。

年 月 日

氏 名 印

様式第１２号（第９条、第１４条関係）

辞退等届辞退等届辞退等届辞退等届

（関係のあるところのみ記入してください。）

１ 財団奨学生番号：

２ 財団奨学生住所：

３ 財団奨学生氏名：

４ 就業奨学金借用総金額： 万円

５ 就業奨学金最終貸与年月： 年 月分まで

６ 財団奨学生死亡年月日：

７ 財団奨学生死亡理由：

一身上の都合により就業奨学金の貸与を辞退します。

（上記のとおり死亡診断書を添えて届け出ます。）

年 月 日

保護者（連帯保証人）住 所

本人辞退のときは

保護者(連帯保証人)を消す｡ 氏 名 印



様式第１３号（第２条関係）

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団

理事長 殿

学校長 印

推 薦 書推 薦 書推 薦 書推 薦 書

次の者は、岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金貸与規則第１条の目的に

ふさわしい農林漁業就業予定者と認めるので推薦します。

記

氏 名 住 所 学 年 学 科 名



様式第１４号

就 業 証 明 願就 業 証 明 願就 業 証 明 願就 業 証 明 願

年 月 日

市町村長 殿

申請者 住所

氏名 印

次のとおり農林漁業へ就業したことを証明願います。

記

１ 住 所

２ 氏 名

３ 就業年月日

４ 就業の形態 自家の 農 林 漁 業へ専業として従事

（農林漁のいずれかに○印を付けること）

５ 就 業 期 間 継続して３か年以上（実務研修等を受けた場合には、その

前後の期間を通算）

６ 実務研修等の期間 年 月 日～ 年 月 日

（実務研修等を受けた場合のみ記入）

上記のとおり相違ないことを証明します。

年 月 日

市町村長 印



様式第１５号

就業奨学金振込依頼通知書

第 号

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団理事長 殿

住 所

学校長 印

本校所属の次の財団奨学生に係る就業奨学金を請求しますので，振込願います。

記

請求金額 円

奨学生番号 住 所 氏 名 学年

※ 振込先

金融機関名 ：

預金種別 ：

口座番号 ：

口座名義 ：

名義には必ず「ふりがな」をお願いします。



様式第１６号

委 任 状委 任 状委 任 状委 任 状

私は、 学校長 を代理人と定め、

次の事項について委任します。

記

年度岡山県農林漁業担い手育成財団就業奨学金の請求及び受領に

関すること。

年 月 日

奨学生番号 住 所 氏 名 印



様式第１７号

就 業 奨 学 金 受 領 書

平成 年 月 日

学校長 殿

次 の 金 額 を 受 領 し ま し た 。

ただし， 年 月から 年 月までの就業奨学金として

奨学生番号 住 所 氏 名 印 受領金額



様式第１８号

就 業 奨 学 金 領 収 書

第 号

年 月 日

岡山県農林漁業担い手育成財団理事長 殿

学校長 印

次 の 金 額 を 領 収 し ま し た 。

一金 円

ただし， 年 月から 年 月までの就業奨学金として

※ 添付書類：就業奨学金受領書（写）


